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ン
」
で
、
会
期
中
は
海
外
各
国
や
民
間
事

業
者
を
は
じ
め
と
し
た
様
々
な
パ
ビ
リ
オ

ン
が
立
ち
並
び
、
約
２
８
２
０
万
人
の
来

場
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
55
年
ぶ
り
に

大
阪
の
地
で
開
催
さ
れ
る
万
博
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
大
阪
・
関
西
を
中
心
に
大
阪
・

関
西
万
博
に
対
す
る
期
待
感
や
機
運
も
高

「
大
阪
・
関
西
万
博
に
向
け
た
Ｊ
Ｒ
西
日
本

グ
ル
ー
プ
の
取
組
み
」

ま
も
な
く
開
幕
を
迎
え
る
大
阪
・
関
西
万
博

　

２
０
２
５
年
４
月
13
日
（
日
）
か
ら
10

月
13
日
（
月
）
ま
で
の
１
８
４
日
間
、
大

阪
市
此
花
区
に
あ
り
ま
す
人
工
島
「
夢
洲
」

に
て
、２
０
２
５
年
日
本
国
際
博
覧
会
（
大

阪
・
関
西
万
博
）
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
テ
ー

マ
は
「
い
の
ち
輝
く
未
来
社
会
の
デ
ザ
イ

西
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社　

地
域
ま
ち
づ
く
り

本
部　

万
博
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
室　

主
査

國
見
　
篤
志

会場俯瞰パース

大屋根リング

提供：２０２５年日本国際博覧会協会
大屋根リング上の様子

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

開
催
地
を
事
業
エ
リ
ア
と
す
る
Ｊ
Ｒ
西

日
本
グ
ル
ー
プ
と
し
て
も
、
大
阪
・
関
西

万
博
の
開
催
に
向
け
て
様
々
な
取
組
み
を

展
開
し
て
お
り
、
今
回
は
主
な
取
組
み
を

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
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万
博
来
場
者
輸
送

Ｊ
Ｒ
西
日
本
グ
ル
ー
プ
は
、
万
博
輸
送

を
支
え
る
交
通
事
業
者
と
し
て
、
会
場
へ

お
越
し
に
な
る
お
客
様
を
安
全
・
快
適
に

お
運
び
す
る
た
め
に
、万
博
ア
ク
セ
ス
ル
ー

ト
の
主
要
ル
ー
ト
の
ひ
と
つ
と
な
る
大
阪

環
状
線
お
よ
び
Ｊ
Ｒ
ゆ
め
咲
線
に
お
い
て
、

列
車
を
増
発
し
、
輸
送
力
の
増
強
を
図
る

３
年
11
月
30
日
か
ら
は
、
大
阪
環
状
線
等

を
走
行
す
る
一
部
編
成
に
大
阪
・
関
西
万

博
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ミ
ャ
ク
ミ
ャ
ク
」

な
ど
が
ラ
ッ
ピ
ン
グ
さ
れ
た
「
大
阪
・
関

西
万
博
ラ
ッ
ピ
ン
グ
列
車
」
の
運
行
を
開

始
い
た
し
ま
し
た
。

　

ラ
ッ
ピ
ン
グ
列
車
内
で
は
、
大
阪
・
関

西
万
博
を
Ｐ
Ｒ
す
る
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
企

画
（
万
博
ま
で
の
過
ご
し
方
劇
場　

行
く

で
！
万
博
。）
で
ジ
ャ
ッ
ク
し
て
お
り
、
万

博
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
工
夫
を
加
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
万
博
開
催
１
年
前
と
な
る

２
０
２
４
年
４
月
13
日
か
ら
は
、
東
海
道
・

山
陽
・
九
州
・
北
陸
新
幹
線
に
お
い
て
、「
大

阪
・
関
西
万
博
ラ
ッ
ピ
ン
グ
新
幹
線
」
の

運
行
を
開
始
し
た
ほ
か
、
２
０
２
４
年
11

月
か
ら
は
岡
山
エ
リ
ア
で
も
ラ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ッ
ト
を
活
用
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
協

力
を
は
じ
め
、
様
々
な
取
組
み
を
展
開
し

て
お
り
ま
す
。

ラ
ッ
ピ
ン
グ
列
車
の
運
行

　

万
博
開
催
５
０
０
日
前
と
な
る
２
０
２

ほ
か
、
新
大
阪
駅
か
ら
Ｊ
Ｒ
ゆ
め
咲
線　

桜
島
駅
ま
で
直
通
臨
時
列
車
（
エ
キ
ス
ポ

ラ
イ
ナ
ー
）
を
運
転
す
る
こ
と
で
、
新
幹

線
か
ら
の
乗
換
利
便
性
も
向
上
さ
せ
ま
す
。

　

ま
た
、
万
博
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
上
の
乗

換
主
要
駅
で
あ
る
大
阪
環
状
線　

西
九
条

駅
に
お
い
て
は
、
全
て
の
の
り
ば
に
ホ
ー

ム
柵
を
整
備
す
る
ほ
か
、
O
s
a
k
a

M
e
t
r
o
中
央
線

と
の
乗
換
結
節
点
と
な

る
大
阪
環
状
線　

弁
天

町
駅
で
は
、
新
た
な
新

駅
舎
の
整
備
な
ど
を
進

め
て
お
り
ま
す
。
そ
の

ほ
か
、
万
博
会
場
へ
の

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
と
の
乗

換
が
必
要
に
な
る
Ｊ
Ｒ

ゆ
め
咲
線　

桜
島
駅
で

は
、
万
博
会
期
中
限
定

で
改
札
を
増
設
し
、
駅

の
機
能
向
上
や
安
全
性

と
利
便
性
の
向
上
を
進

め
て
お
り
ま
す
。

万
博
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

　

大
阪
・
関
西
万
博

の
機
運
を
一

層
盛
り
上
げ

る
べ
く
、
Ｊ

Ｒ
西
日
本
グ

ル
ー
プ
で
は
、

グ
ル
ー
プ
が

保
有
す
る
ア

ル
ー
プ
で
は
、

大阪・関西万博ラッピング列車（323 系）<大阪環状線>ラッピング列車内で展開中のコンテンツ

大阪・関西万博ラッピング列車（213 系）<岡山エリア>

弁天町駅完成イメージ

大阪環状線を走行する 323 系万博アクセスルート
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列
車
を
運

行
す
る
な
ど
、

大
阪
・
関
西

に
と
ど
ま
ら

ず
、
西
日
本

エ
リ
ア
広
域

に
機
運
醸
成

の
波
を
広
げ

て
い
く
べ
く
、

様
々
な
ラ
ッ

ピ
ン
グ
列
車

を
運
行
し
て
お
り
ま
す
。

万
博
会
期
中
の
お
出
迎
え

　

万
博
に
来
場
さ
れ
る
お
客
様
に
万
博
ア

ク
セ
ス
ル
ー
ト
を
パ
ビ
リ
オ
ン
の
よ
う
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
３
２
３
系

車
内
空
間
演
出
「
Ｊ
Ｒ 

W
E
S
T 

P
a
r

a
d
e 

T
r
a
i
n
」
を
運
行
い
た
し
ま
す
。

３
2
3
系
2
編
成
の
１
号
車
客
室
全
長
に

わ
た
っ
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
パ
ネ
ル
を
設
置
し
、
外

の
景
色
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
投
影
す
る
こ

と
で
、
オ
ー

プ
ン
カ
ー
に

乗
っ
て
い
る

よ
う
な
開
放

感
を
生
み
出

す
と
と
も
に
、

Ａ
Ｒ
技
術
を

用
い
る
こ
と

で
、
ま
さ
に

パ
レ
ー
ド
に

加
わ
っ
て
い

る
か
の
よ
う
な
没
入
感
の
あ
る
映
像
体
験

を
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
オ
ー
プ
ン
カ
ー
で
パ
レ
ー
ド
に

参
加
す
る
ワ
ク
ワ
ク
感
を
表
現
す
る
車
体

ラ
ッ
ピ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
Ｊ
Ｒ
ゆ
め
咲
線　

桜
島
駅
の
臨

時
改
札
空
間
で
は
、
複
数
枚
の
シ
ー
ス
ル
ー
Ｌ

Ｅ
Ｄ
パ
ネ
ル
を
用
い
て
大
阪
・
関
西
万
博
を
イ

メ
ー
ジ
す
る
映
像
を
投
影
し
、
複
数
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

パ
ネ
ル
を
組
み
合
わ
せ
て
表
現
で
き
る
壮
大
か

つ
一
体
感
の
あ
る
演
出
を
行
い
ま
す
。

万
博
会
場
内
で
の
取
組
み

　

Ｊ
Ｒ
西
日
本
グ
ル
ー
プ
は
、
万
博
会
場
内

に
、
公
式
ラ
イ
セ
ン
ス
商
品
を
販
売
す
る
オ

フ
ィ
シ
ャ
ル
ス
ト
ア
を
出
店
い
た
し
ま
す
。 

様
々
な
パ
ビ
リ
オ
ン
で
非
日
常
な
体
験
の
連
続

と
な
る
な
か
で
、
来
場
さ
れ
た
お
客
様
の
思
い

出
話
の
一
つ
に
な
れ
る
よ
う
な 

“
み
や
げ
話
”

に
な
る
「
み
や
げ
店
舗
」
を
店
舗
コ
ン
セ
プ
ト

と
し
た
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ス
ト
ア
を
展
開
し
ま
す
。

　

外
装
は
、
大
阪
・
関
西
万
博
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
ミ
ャ
ク
ミ
ャ
ク
」
と
、
Ｊ
Ｒ 

西
日
本
グ
ル
ー

プ
で
お
な
じ
み
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
カ
モ
ノ
ハ

シ
の
イ
コ
ち
ゃ
ん
」
が
皆
様
を
楽
し
く
に
ぎ
や

か
に
お
出
迎
え
す
る
と
と
も
に
、
内
装
で
は
、

天
井
の
半
球
体
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
用
い
た
映
像

演
出
な
ど
「
ワ
ク
ワ
ク
」
す
る
仕
掛
け
を
詰
め

込
み
、
お
客
様
が
自
宅
に
帰
っ
て
誰
か
に
話
し

た
く
な
る
よ
う
な
体
験
を
提
供
し
ま
す
。

　

店
舗
内
で
は
、
大
阪
・
関
西
万
博 

Ｉ
Ｐ
と 

Ｊ
Ｒ
西
日
本
グ
ル
ー
プ
の
強
み
で
あ
る
鉄
道 

Ｉ
Ｐ
を
か
け
合
わ
せ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
を
は

じ
め
、
西
日
本
エ
リ
ア
で
事
業
を
展
開
し
て
い

る
企
業
様
や
、
地
域
の
伝
統
を
活
か
し
た
も
の

づ
く
り
を
行
わ
れ
て
い
る
作
り
手
の
皆
様
と
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
商
品
な
ど
を
多
数
展
開

す
る
予
定
で
す
。

　

大
阪
・
関
西
万
博
の
開
催
ま
で
残
り
わ
ず
か

と
な
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｒ
西
日
本
グ
ル
ー
プ
で
は
、
大
阪
・
関

西
の
企
業
の
一
員
と
し
て
、
開
催
に
向
け
た
取

組
み
を
着
実
に
進
め
、
大
阪
・
関
西
万
博
の
成

功
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

大阪・関西万博ラッピング新幹線（N700 系）JR WEST Parade Train（323 系）

JR WEST Parade Train 車内イメージ桜島駅臨時改札空間イメージ

会場内オフィシャルストア店舗イメージ
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「国鉄最後の日の生中継」
常任理事　佐藤　一哉（株式会社ＪＲ東海エージェンシー）

　

１
９
８
５
年
（
昭
和
60
年
）
に
社
会
人
に
な
っ

た
最
初
の
５
年
間
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
勤
務
し
、
静
岡

放
送
局
で
記
者
を
２
年
、
名
古
屋
放
送
局
で
経

済
・
産
業
番
組
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
３
年
経
験

し
た
。

　

新
人
記
者
は
、
ま
ず
は
サ
ツ
（
警
察
）
回
り

と
い
う
の
が
、
昔
も
今
も
定
番
だ
と
思
う
が
、

折
し
も
１
９
８
７
年
４
月
１
日
の
国
鉄
民
営
化

を
挟
ん
だ
時
期
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
地
方
放

送
局
の
立
場
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
余
剰
人
員
問
題

も
含
め
、
国
鉄
か
ら
Ｊ
Ｒ
へ
の
移
行
に
伴
う
様
々

な
出
来
事
を
取
材
し
た
。

１
９
８
７
年
３
月
31
日
の
国
鉄
最
後
の
日
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
Ｊ
Ｒ
東
海
の
在
来
線
の
「
境
界

駅
」
と
な
り
、
分
割
後
は
、
在
来
線
駅
長
＝
Ｊ

Ｒ
東
日
本
、
新
幹
線
駅
長
＝
Ｊ
Ｒ
東
海
、
と
な

る
象
徴
的
な
場
所
で

あ
っ
た
静
岡
県
・
熱

海
駅
か
ら
の
生
中
継

レ
ポ
ー
ト
を
担
当
し

た
。
例
え
ば
、
会
社

間
の
運
賃
精
算
の
都

合
上
、
熱
海
駅
の
在

来
線
の
新
た
な
自
動

券
売
機
は
、
同
じ
運

賃
で
あ
っ
て
も
「
Ｊ

Ｒ
東
日
本
完
結
」「
Ｊ

Ｒ
東
海
完
結
」「
２
社

ま
た
が
り
」
に
分
け

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　

東
海
エ
リ
ア
の
み
の
放
送

と
は
言
え
、
国
鉄
の
分
割
民

営
化
と
い
う
大
き
な
節
目
の

日
に
、
１
人
で
４
分
強
の
生

中
継
を
回
す
と
い
う
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
勤
務
の
中
で
も
、
強
烈
に

印
象
に
残
る
経
験
だ
っ
た
。

　

１
年
前
、
何
と
そ
の
時
の

録
画
が
Y
o
u
T
u
b
e

に
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
の
が

偶
然
見
つ
か
り
、
当
時
25
歳

の
自
分
に
、
37
年
ぶ
り
に
再

会
（
？
）
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
社
内
の
お
笑
い
ネ
タ
と
し
て
も
有
効
利
用

し
て
い
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。

　

熱
海
駅
は
現
在
で
も
そ
う
だ
が
、

東
海
道
新
幹
線
に
乗
車
す
る
た
め

に
は
、
必
ず
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
改
札

を
通
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
構
造

で
あ
る
。
生
中
継
レ
ポ
ー
ト
の
中
で

は
、
Ｊ
Ｒ
東
海
か
ら
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に

支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
５
％
の

販
売
手
数
料
（
熱
海
駅
で
当
時
約

２
億
円
）
を
巡
る
両
社
の
攻
防
戦

に
つ
い
て
、
２
人
の
駅
長
さ
ん
に

少
々
意
地
悪
な
質
問
を
し
て
、
競

争
を
煽
っ
て
い
る
か
の
よ
う
な
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
も
し
て
い
た
。（
今
に

し
て
思
え
ば
大
変
申
し
訳
な
い
ば

か
り
で
す
…
）

　

分
割
民
営
化
直
後
は
、

東
海
道
新
幹
線
の
全
て
の

き
っ
ぷ
の
う
ち
、
Ｊ
Ｒ
東

海
の
各
駅
窓
口
で
販
売
さ

れ
る
の
は
、
全
体
の
半
分

に
遙
か
に
及
ば
ず
、「
直
販

力
の
強
化
」
は
Ｊ
Ｒ
東
海

の
大
き
な
経
営
課
題
で
あ

り
、
そ
れ
が
の
ち
の
「
Ｅ

Ｘ
予
約
」
に
繋
が
っ
て
い

く
こ
と
に
な
っ
た
。

　

私
自
身
は
、
１
９
９
０

年
に
縁
あ
っ
て
、
取
材
先

で
も
あ
っ
た
Ｊ
Ｒ
東
海
に
中
途
入
社
す
る
こ
と

に
な
る
の
だ
が
、
熱
海
駅
か
ら
の
中
継
の
時
点

で
は
、
そ
ん
な
こ
と
は
全
く
想
像
し
て
お
ら
ず
、

そ
の
後
、「
Ｅ
Ｘ
予
約
」
の
仕
事
に
も
携
わ
る
こ

と
に
な
っ
た
と
い
う
の
は
、
余
り
に
偶
然
と
し

か
言
い
よ
う
が
な
い
。

　

昨
年
、
東
海
道
新
幹
線
は
開
業
60
周
年
を
迎
え

た
。
Ｊ
Ｒ
東
海
グ
ル
ー
プ
の
広
告
会
社
で
あ
る
当

社
は
、
様
々
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
た
が
、

同
じ
年
に
、
私
自
身
も
J
A
F
R
A
の
常
任
理

事
に
就
任
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
あ
の
生
中
継
か

ら
間
も
な
く
丸
38
年
。
不
思
議
な
ご
縁
を
大
切
に
、

交
通
広
告
業
界
の
さ
ら
な
る
発
展
に
尽
力
し
て
い

く
決
意
を
新
た
に
し
て
い
る
。

次
回
の
広
場
も
お
楽
し
み
に
。

広 場

動画はこちらから https://www.youtube.com/watch?v=Rnh2s6I3-mc
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２
０
２
４
年
度　

第
２
回
理
事
会
は
、

２
０
２
４
年
12
月
10
日
（
火
）
ジ
ェ
イ
ア
ー

ル
東
日
本
企
画
10
Ｆ
大
会
議
室
に
お
い
て

22
名
の
理
事
が
出
席
し
開
催
し
た
。

　

冒
頭
に
薬
師
専
務
理
事
が
新
井
会
長
の

欠
席
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
理
事
会
の

議
長
に
は
、
定
款
第
33
条
第
５
項
「
会
長

に
事
故
あ
る
と
き
又
は
欠
け
た
と
き
は
、

理
事
会
に
お
い
て
あ
ら
か
じ
め
定
め
た
順

序
に
よ
り
、
他
の
理
事
が
議
長
と
な
る
」

の
定
め
に
従
い
、
赤
石
会
長
代
行
副
会
長

に
お
願
い
し
た
い
と
発
言
し
、
赤
石
議
長

が
14
時
30
分
開
会
を
宣
言
し
た
。

　

本
理
事
会
は
理
事
総
数
39
名
中
22
名
の

出
席
が
あ
り
、
定
款
第
34
条
の
開
催
条
件

を
満
た
し
有
効
に
成
立
し
た
。

　

ま
た
議
事
録
に
関
し
て
は
、
定
款
第
37

条
第
２
項
の
規
定
に
お
い
て
、「
会
長
が
理

事
会
に
出
席
し
な
い
場
合
の
理
事
会
の
議

事
録
は
、
議
長
が
作
成
し
、
出
席
し
た
理

事
及
び
監
事
全
員
が
署
名
押
印
す
る
も
の

と
す
る
」
と
定
め
て
お
り
、
赤
石
議
長
が

作
成
、
出
席
の
全
て
の
理
事
お
よ
び
監
事

に
議
事
録
署
名
押
印
を
お
願
い
し
、
了
承

を
得
た
。

審
議
内
容
は
、
次
の
通
り
。

第
１
号
議
案

新
規
会
員
入
会
の
件

　

以
下
の
各
社
よ
り
入
会
希
望
が
あ
り
、

提
出
さ
れ
た
資
料
に
関
し
て
審
査
し
た
と

こ
ろ
、
問
題
が
な
い
た
め
、
２
０
２
４
年

12
月
10
日
付
で
入
会
を
承
認
す
る
こ
と
と

し
た
い
。

入
会
希
望　

４
社

（
正
会
員
２
社
、
賛
助
会
員
２
社
）

正
会
員
（
２
社
）

㈱
ケ
イ
エ
ム
ア
ド
シ
ス
テ
ム
札
幌
支
店

代
表
者
：
札
幌
支
店
長　

加
藤
健
一
郎

所
在
地
：
北
海
道
札
幌
市
中
央
区

㈱
ノ
ヴ
ェ
ロ

代
表
者
：
代
表
取
締
役
社
長　

齊
藤
辰
夫

所
在
地
：
北
海
道
札
幌
市
中
央
区

賛
助
会
員
（
２
社
）

㈱
フ
ォ
ト
フ
ィ
ー
ル
ド

代
表
者
：
代
表
取
締
役　

松
田
圭
祐

所
在
地
：
北
海
道
札
幌
市
中
央
区

㈱
ユ
ニ
オ
ン
テ
ッ
ク

代
表
者
：
仁
井
田
和

所
在
地
：
北
海
道
札
幌
市
豊
平
区（

敬
称
略
）

　

薬
師
専
務
理
事
よ
り
説
明
が
あ
り
、
本

議
案
は
定
款
第
35
条
の
規
定
に
よ
り
、
説

明
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
12
月
10
日
現
在
、
Ｊ
Ａ

Ｆ
Ｒ
Ａ
は
正
会
員
２
７
４
社
、
賛
助
会
員

26
社
、
計
３
０
０
社
と
な
っ
た
。

報
告
事
項
①

第
18
回
﹁
地
球
温
暖
化
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
﹂
実
施
報
告

　

薬
師
専
務
理
事
の
説
明
の
後
、
こ
の
企

画
に
つ
い
て
、
美
観
風
致
委
員
会　

滝
久

雄
委
員
長
よ
り
補
足
説
明
、
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
に
作
品
提
供
の
大
津
英
敏
理
事
よ
り
説

明
が
あ
っ
た
。

第
18
回
﹁
地
球
温
暖
化
防
止
全
国
鉄
道
広

告
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
﹂
実
施
報
告

美
観
風
致
委
員
会
、
環
境
委
員
会

１
．
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
ね
ら
い

　

環
境
に
優
し
い
交
通
機
関
で
あ
る
鉄
道

に
活
動
の
基
盤
を
置
く
公
益
法
人
と
し
て

「
地
球
温
暖
化
防
止
」
と
い
う
公
共
性
、
社

会
性
の
高
い
テ
ー
マ
の
鉄
道
広
告
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
継
続
し
て
実
施
す
る
に
あ
た
り
、

以
下
の
事
項
を
目
的
と
し
ま
し
た
。

⑴
鉄
道
広
告
の
持
つ
高
い
視
認
性
と
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
力
を
活
か
し
て
、
環
境
問
題
に

対
す
る
社
会
的
警
鐘
を
鳴
ら
し
、
国
民
の

意
識
変
革
と
行
動
変
容
を
促
し
て
、
よ
り

豊
か
な
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と

⑵
他
の
交
通
機
関
に
比
べ
総
じ
て
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
が
少
な
く
、
環
境
負
荷
も
低
い
と

さ
れ
る
全
国
の
鉄
道
会
社
が
行
っ
て
い
る

環
境
保
全
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
を
支

援
し
、
脱
炭
素
に
つ
な
が
る
社
会
の
実
現

に
寄
与
す
る
こ
と

２
．
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
概
要

　

主
要
鉄
道
路
線
の
車
内
中
づ
り
広
告
、

タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
お
よ
び
そ
の
周
辺
駅
の
駅

ば
り
ポ
ス
タ
ー
の
鉄
道
広
告
を
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
し
、
空
き
枠
の
活
用
な
ど
に
よ
っ

て
集
中
掲
出
に
努
め
ま
し
た
。
猛
暑
に
よ

り
地
球
温
暖
化
防
止
へ
の
関
心
が
高
ま
る
、

各
媒
体
社
の
空
き
枠
対
策
に
も
貢
献
で
き

る
等
の
理
由
に
よ
り
、
今
回
も
例
年
同
様

に
８
月
期
に
実
施
と
し
ま
し
た
。

⑴
実
施
時
期
：
２
０
２
４
年
８
月
１
日（
木
）

～
８
月
31
日
（
土
）　

⑵
展
開
規
模
：
全
国
主
要
の
鉄
道
駅
お
よ

び
鉄
道
車
両
に
延
べ
約
85
万
枚
の
ポ
ス

２
０
２
４
年
度
第
３
回
理
事
会
を
開
催

赤石良治会長代行副会長
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る
と
認
め
ら
れ
て
い
る
RF
S
C
認
証
紙

を
使
用
と
い
た
し
ま
し
た
。

滝
久
雄
美
観
風
致
委
員
長

　

今
回
で
18
回
目
、
そ
し
て
約
85
万
枚
の

駅
ポ
ス
タ
ー
プ
ラ
ス
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー

ジ
で
の
放
映
と
い
う
こ
と
で
、
夏
の
閑
散

期
に
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
既
に
風
物
詩

と
な
り
、
や
は
り
芸
術
は
い
い
も
の
だ
な

と
思
い
ま
す
。
先
生
方
の
関
係
で
は
、
来

年
は
寛
永
寺
創
建
４
０
０
年
に
な
り
ま
す

が
、
記
念
天
井
絵
を
手
塚
先
生
が
描
か
れ

て
い
ま
す
。
三
越
な
ど
で
い
ろ
い
ろ
展
示

会
が
あ
り
ま
し
た
が
、
来
年
は
天
井
に
飾

ら
れ
ま
す
。

大
津
英
敏
理
事

　

私
も
毎
年
、
ポ
ス
タ
ー
の
原
画
を
描
か

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
私
の
郷
里

の
大
牟
田
動
物
園
に
ト
ラ
が
い
ま
し
て
、

昔
、
よ
く
通
っ
て
い
ま
し
た
。
東
京
で
は
、

東
武
動
物
公
園
の
ト
ラ
を
、
毎
年
、
楽
し

み
に
し
て
原
画
を
描
か
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

タ
ー
を
集
中
的
に
掲
出

①
展
開
エ
リ
ア
：
札
幌
、
仙
台
、
首
都
圏
、

名
古
屋
、
京
阪
神
、
高
松
、
広
島
、
福
岡
、

沖
縄
（
今
回
初
）
の
各
都
市
圏
を
拠
点
と

し
た
全
国
各
地

②
対
象
路
線
：
Ｊ
Ｒ
６
社
、
大
手
民
鉄
17
社
、

地
下
鉄
他
14
社　

合
計
37
社
局

⑶
ポ
ス
タ
ー
種
類
：

①
駅
ば
り
ポ
ス
タ
ー
（
Ｂ
１
サ
イ
ズ
）

②
車
内
中
づ
り
ポ
ス
タ
ー
（
Ｂ
３
サ
イ
ズ
）

③
駅
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
メ
デ
ィ
ア

⑷
協
賛
：
一
般
財
団
法
人
日
本
宝
く
じ
協
会

⑸
後
援
：
環
境
省
、
国
土
交
通
省

３
．
制
作
協
力

⑴
ビ
ジ
ュ
ア
ル
提
供
：

宮
田
亮
平　
（
公
社
）
日
展
理
事
長
／
元
文

化
庁
長
官
／
東
京
藝
術
大
学
名
誉
教
授

「
シ
ュ
プ
リ
ン
ゲ
ン
」

大
津
英
敏　

日
本
芸
術
院
会
員
／
多
摩
美

術
大
学
名
誉
教
授

「
東
京
か
ら
パ
リ
へ
」

手
塚
雄
二　

東
京
藝
術
大
学
名
誉
教
授

「
彩い
ろ
ど
り
び
よ
り

日
和
」

日
比
野
克
彦　

東
京
藝
術
大
学
長

「
L
I
F
E
P
A
R
T
I
C
L
E
S
」

⑵
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
：
梅
田
大
輔（

敬
称
略
）

４
．
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
の
連
動

　

今
回
よ
り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
テ
ー
マ
を
こ

れ
ま
で
の
「
エ
キ
か
ら
エ
コ
。」
か
ら
「
エ

キ
か
ら
」と
改
め
ま
し
た
。
私
た
ち
が
日
々

暮
ら
し
の
中
で
利
用
す
る
エ
キ
。
そ
こ
は

様
々
な
活
動
の
拠
点
で
あ
り
、
全
国
の
エ

キ
か
ら
環
境
問
題
や
社
会
問
題
の
解
決
へ

向
け
た
取
り
組
み
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
と

し
て
、
以
下
の
情
報
提
供
に
よ
り
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
な
幸
せ
へ
の
追
求
を
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
発
信
い
た
し
ま
し
た
。

エ
キ
か
ら
リ
ズ
ム
：
各
鉄
道
会
社
の
鉄
道

博
物
館
を
紹
介

エ
キ
か
ら
ブ
ン
カ
：
各
鉄
道
会
社
で
発
行

す
る
沿
線
情
報
誌
に
よ
る
ま
ち
の
情
報
を

紹
介

エ
キ
か
ら
ア
イ
：
パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
の

紹
介

エ
キ
か
ら
エ
コ
：
各
鉄
道
会
社
の
環
境
保

全
へ
の
取
り
組
み
紹
介

エ
キ
か
ら
ア
ー
ト
：
各
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
や
作
品
に
寄
せ
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
な
ど
を
紹
介

５
．
今
回
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
コ
ン
セ
プ
ト

18
回
目
と
な
る
実
施
に
あ
た
り
、
以
下

の
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
い
て
全
国
に
展
開

し
ま
し
た
。

⑴
モ
チ
ー
フ
は
引
き
続
き
「
野
生
動
物
」。

地
球
温
暖
化
の
影
響
を
最
も
受
け
や
す
い

象
徴
と
し
て
「
野
生
動
物
」
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
人
間
は
、
生
産
活
動
に
よ
っ
て
大

量
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
し
地
球
環
境
を

破
壊
し
て
い
る
加
害
者
で
あ
り
、
野
生
動

物
は
、
そ
の
環
境
変
化
の
影
響
を
受
け
て

い
る
極
め
て
弱
い
立
場
の
被
害
者
と
い
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

森
林
、
大
地
、
海
な
ど
美
し
い
環
境
に

生
き
る
「
野
生
動
物
」
を
描
い
た
ア
ー
ト

を
モ
チ
ー
フ
に
す
る
こ
と
で
、
鉄
道
を
利

用
す
る
多
く
の
人
々
が
環
境
問
題
に
つ
い

て
考
え
る
き
っ
か
け
を
今
年
も
１
枚
の
ポ

ス
タ
ー
か
ら
発
信
し
ま
し
た
。

⑵
全
国
の
エ
キ
か
ら
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
幸

せ
へ
の
追
求
を
発
信
。

　

私
た
ち
が
日
々
暮
ら
し
の
中
で
利
用
す

る
エ
キ
。
様
々
な
活
動
の
拠
点
で
あ
り
、

全
国
の
エ
キ
か
ら
環
境
問
題
や
社
会
問
題

の
解
決
へ
向
け
た
取
り
組
み
の
ス
タ
ー
ト

ラ
イ
ン
と
し
て
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
幸
せ
の

追
求
を
発
信
い
た
し
ま
し
た
。

⑶
車
内
中
づ
り
（
Ｂ
３
）、駅
ば
り
（
Ｂ
１
）、

駅
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
メ
デ
ィ
ア
に
掲

出
。

　

前
回
同
様
、
ア
イ
テ
ム
毎
に
４
種
類
の

「
野
生
動
物
」
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
ポ
ス

タ
ー
を
制
作
し
、
駅
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー

ジ
メ
デ
ィ
ア
に
つ
い
て
は
、
よ
り
拡
大
展

開
い
た
し
ま
し
た
。

６
．
そ
の
他

　

今
回
か
ら
よ
り
環
境
保
護
へ
配
慮
し
て
、

ポ
ス
タ
ー
素
材
に
は
環
境
面
に
お
い
て
森

林
環
境
を
保
護
す
る
と
い
う
点
だ
け
で
な

く
、
生
物
多
様
性
や
そ
こ
に
暮
ら
す
・
働

く
人
々
の
権
利
を
守
り
、
経
済
的
に
持
続

可
能
な
社
会
の
構
築
と
い
う
面
に
お
い
て

も
、
国
際
的
に
合
意
さ
れ
た
規
準
に
従
っ

て
管
理
さ
れ
た
森
林
か
ら
生
産
さ
れ
て
い

滝久雄美観風致委員長
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報
告
事
項
②

｢

ｅ-

販
促
デ
ー
タ
シ
ス
テ
ム｣

の
稼
動
状
況

１
．
ア
ク
セ
ス
状
況

２
０
２
２
年
度
以
降
、
継
続

的
に
増
加
傾
向
に
あ
る
。

２
．﹁
ｅ-

販
促
デ
ー
タ
シ
ス

テ
ム
﹂
講
習
会
実
施
報
告

　

２
０
２
３
年
７
月
期
以
降

の
採
用
・
異
動
に
よ
る
交
通

媒
体
部
門
へ
の
新
任
者
を
対

象
に
、
東
京
（
６
／
12
）・

大
阪
（
６
／
19
）
に
て
開
催
。

両
会
場
合
計
69
名
の
参
加
者

に
対
し
て
、
効
果
的
な
メ

リ
リ
ー
ス
資
料
）」
の
活
用
ポ
イ
ン
ト
に
つ

い
て
講
習
会
を
行
っ
た
。

３
．﹁
車
両
メ
デ
ィ
ア
調
査
﹂
の
今
後
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

今
年
度
も
２
０
２
３
年
度
調
査
と
同
時

期
に
調
査
を
実
施
。

・
２
０
２
４
年
９
月
～
10
月　

調
査
実
施

・
２
０
２
４
年
12
月
４
日
第
60
回
交
通
広

告
共
通
指
標
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
開

催
（
調
査
結
果
報
告
）

・
２
０
２
５
年
１
月
15
日

第
61
回
交
通
広
告
共
通
指
標
推
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
会
議
開
催
（
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス

案
検
討
）

・
３
月
下
旬　

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
、
シ
ス
テ

ム
更
新
予
定

　

大
塚
尚
司
委
員
長
よ
り
次
の
説
明
が

あ
っ
た
。

大
塚
尚
司
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ

向
上
委
員
会
委
員
長

　

今
年
も
11
社
さ
ま
に
調
査
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

現
在
、
３
月
の
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
内
容
に

つ
い
て
検
討
し
て
お
り
ま
す
。
内
容
は
ス

マ
ホ
の
視
認
と
車
内
広
告
の
視
認
と
の
関

係
と
い
う
こ
と
で
、広
告
主
さ
ま
か
ら
「
ス

マ
ホ
を
い
じ
っ
て
い
て
電
車
広
告
は
見
て

い
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
言
わ
れ
る
こ

と
が
多
い
で
す
が
、
ス
マ
ホ
利
用
者
の
広

デ
ィ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
（
シ
ス
テ
ム
機
能
・

操
作
方
法
）、
効
果
的
な
資
料
づ
く
り
（
シ

ス
テ
ム
デ
ー
タ
活
用
方
法
）
の
内
容
で
実

施
し
、「
今
後
、
活
用
し
て
い
き
た
い
」
と

の
好
評
を
得
ま
し
た
。

３
．﹁
ｅ-

販
促
デ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
﹂
簡
易

改
修
お
よ
び
デ
ー
タ
更
新

　

シ
ス
テ
ム
の
操
作
性
・
機
能
性
で
の
ユ
ー

ザ
ー
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
の
た
め
、
路
線
図

の
動
的
へ
の
簡
易
改
修
を
甲
信
越
エ
リ
ア
・

北
陸
エ
リ
ア（
６
月
）、四
国
エ
リ
ア（
７
月
）

実
施
。
ま
た
、乗
降
人
員
デ
ー
タ
更
新
（
９

月
）
を
行
い
、
推
定
利
用
人
員
デ
ー
タ
に

つ
い
て
は
、

現
在
更
新

作
業
中
で
す
。

報
告
事
項
③

ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
向
上
の
進
捗
状
況

お
よ
び
活
動
報
告

１
．
推
定
シ
ス
テ
ム
ア
ク
セ
ス
数
の
推
移

　

２
０
２
２
年
度
以
降
増
加
傾
向
に
あ
っ

た
が
、
２
０
２
４
年
度
は
昨
年
度
を
下
回

る
状
況
に
あ
る
。

２
．﹁
共
通
指
標
推
定
シ
ス
テ
ム
﹂
講
習
会

実
施

　
「
ｅ-

販
促
デ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
」
講
習
会

に
引
き
続
き
、東
京
・
大
阪
両
会
場
に
て「
共

通
指
標
推
定
シ
ス
テ
ム
」
お
よ
び
「
共
通

指　

標
推
定
モ
デ
ル
２
０
２
３
（
プ
レ
ス

会員
一般
合計

会員
一般
合計

４月
1,507

0
1,507

４月
1,338

6
1,344

７月
1,723

3
1,726

７月
1,272

3
1,275

５月
1,786

3
1,789

５月
1,318

0
1,318

８月
1,323

0
1,323

８月
1,061

0
1,061

６月
1,843

4
1,847

６月
1,825
38

1,863

９月
1,474

2
1,476

９月
1,307

2
1,309

10月
1,989

0
1,989

10月
1,510

2
1,512

11月
1,387

0
1,387

11月
1,261

0
1,261

2024年度のアクセス状況（11月末時点）は以下の通り。有料会員数は62社（前年度同数）。

参考　2023年度同期間におけるアクセス状況は以下の通り。

大津英敏理事（作品は緑）

４月
23

5月
51

6月
80

7月
40

8月
40

9月
44

10月
34

11月
18

４月
37

5月
45

6月
33

7月
38

8月
39

9月
22

10月
21

11月
15

2024度のアクセス状況（2024年11月末時点）は以下の通り。会員社数46社（対前年度▲１社）。

参考　2023年度同時期のアクセス状況は以下の通り。
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星
賢
志
氏

参
加
：
53
名

・
実
務
者
研
修

日
時
：
10
月
29
日
（
火
）　

会
場
：
㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
企
画　

大
会
議
室

内
容
・
講
師
：
ビ
ジ
ネ
ス
概
論　

㈱
ジ
ェ

イ
ア
ー
ル
東
日
本
企
画　

古
川
義
夫
氏

展
開
事
例
研
修　

一
般
社
団
法
人
デ
ジ
タ

ル
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム　

吉
田
勝
広
氏

掲
出
基
準
研
修　

㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日

本
企
画　

寺
田
剛
氏

安
全
研
修　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
メ
デ
ィ
ア
㈱　

上
野
耕
一
氏　

新
村
紗
織
氏

参
加
：
53
名

・
セ
ミ
ナ
ー
開
催
（
予
定
）

日
時
：
12
月
20
日
（
金
）　

会
場
：
㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
企
画　

大
会
議
室

演
題
：「
Ｔ
ｉ
ｋ
Ｔ
ｏ
ｋ
ク
リ
エ
イ
タ
ー
」

と
「
街
」
を
巻
き
込
ん
だ
Ｏ
Ｏ
Ｈ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
の
可
能
性
（
仮
）

講

師
：
T
i
k
T
o
k 

J
a
p
a
n  

G
l
o
b
a
l 

M
a
r
k
e
t
i
n
g　

高
岡
翼
氏

赤
石
良
治
首
都
圏
支
部
長

　

首
都
圏
支
部
で
は
、
７
月
８
日
の
セ
ミ

ナ
ー
で
㈱
L
u
u
p 
M
a
r
k
e
t
i
n
g

部
の
星
様
か
ら
、
Ｏ
Ｏ
Ｈ
は
可
能
性
に
満

ち
て
い
る
と
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
何

ペ
ー
ン
（
以
下
各
支
部
共
通
）

・
媒
体
視
察
研
修

日
時
：
10
月
16
日
（
水
）
～
18
日
（
金
）

視
察
場
所
：
北
陸
（
Ｊ
Ｒ
敦
賀
駅
、
福
井
駅
、

金
沢
駅
）

参
加
：
８
名

協
力
：
株
式
会
社
Ｊ
Ｒ
西
日
本
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ

２
．
東
北
支
部

・
支
部
総
会

日
時
：
７
月
10
日
（
水
）　

会
場
：
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
仙
台

参
加
：
10
社
（
出
席
10
社
、
委
任
状
出
席

な
し
）

・
講
演
会
・
意
見
交
換
会

演
題
：「
交
通
媒
体
事
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
向
け
て
」

講
師
：
㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
企
画　

取
締
役　

星
野
雅
央
氏

参
加
：
23
名
（
意
見
交
換
会
参
加
15
名
）

３
．
首
都
圏
支
部

・
幹
事
会

日
時
：
７
月
８
日
（
月
）

会
場
：
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
池
袋

・
支
部
総
会

参
加
：
79
社
（
出
席
33
社
・
委
任
状
出
席

46
社
）

・
セ
ミ
ナ
ー
・
意
見
交
換
会

演
題
：「
M
a
r
k
e
t
i
n
g
戦
略
に
お
け

る
Ｏ
Ｏ
Ｈ
」

講
師
：
㈱
L
u
u
p　
M
a
r
k
e
t
i
n
g
部

告
視
認
に
つ
い
て
調
査
し
た
結
果
、
ス
マ

ホ
利
用
者
も
し
っ
か
り
車
内
広
告
を
見
て

い
る
と
い
う
数
値
を
ぜ
ひ
発
表
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
の
で
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

そ
れ
と
テ
レ
ビ
・
ネ
ッ
ト
広
告
と
と
も
に

車
内
広
告
も
あ
わ
せ
て
出
稿
す
る
こ
と
の

効
果
も
調
査
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
発
表

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
来
年

以
降
の
調
査
に
関
し
て
、
毎
年
実
施
し
て

い
る
共
通
指
標
調
査
は
隔
年
と
し
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
の
調
査
し
て
き
た
指
標
を
引
き

続
き
利
用
で
き
る
と
と
も
に
古
い
デ
ー
タ

と
な
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
そ
し
て
プ

レ
ス
リ
リ
ー
ス
に
よ
る
時
流
を
と
ら
え
た

ト
ピ
ッ
ク
ス
発
信
は
今
後
も
毎
年
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

報
告
事
項
④

支
部
の
活
動
状
況

　

２
０
２
４
年
度
、
こ
れ
ま
で
の
主
な
活

動
状
況
は
以
下
の
と
お
り
。
ま
た
、
出
席

し
た
支
部
長
よ
り
近
況
報
告
が
あ
っ
た
。

１
．
北
海
道
支
部

・
支
部
理
事
会

日
時
：
７
月
29
日
（
月
）　

会
場
：
Ｊ
Ｒ
タ
ワ
ー
ホ
テ
ル
ズ
日
航
札
幌

・
支
部
総
会

参
加
：
22
社
（
出
席
19
社
、
委
任
状
出
席

３
社
）

・
意
見
交
換
会

参
加
：
39
名

・
８
月　

第
18
回
地
球
温
暖
化
防
止
キ
ャ
ン

故
な
ら
Ｏ
Ｏ
Ｈ
は
五
感
を
伴
う
も
の
で
あ

り
、
心
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
も
の
だ
か

ら
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
Ｃ
Ｅ
Ｐ
（
カ

テ
ゴ
リ
ー
エ
ン
ト
リ
ー
ポ
イ
ン
ト
）
の
話

も
さ
れ
て
、
商
品
を
購
入
し
よ
う
と
い
う

時
に
そ
の
ブ
ラ
ン
ド
を
想
起
す
る
き
っ
か

け
と
な
る
こ
と
が
良
い
こ
と
で
あ
る
と
い

う
の
が
Ｃ
Ｅ
Ｐ
で
あ
り
、
Ｏ
Ｏ
Ｈ
が
ま
さ

に
そ
れ
に
あ
た
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま

た
、
12
月
20
日
に
は
Ｔ
ｉ
ｋ
Ｔ
ｏ
ｋ
の
高

岡
様
を
お
呼
び
し
、
Ｔ
ｉ
ｋ
Ｔ
ｏ
ｋ
の
立

場
か
ら
Ｏ
Ｏ
Ｈ
連
携
に
つ
い
て
も
お
話
し

い
た
だ
く
予
定
で
す
。
そ
う
い
っ
た
と
こ

ろ
も
あ
り
、
首
都
圏
各
鉄
道
会
社
の
広
告

出
稿
も
か
な
り
活
発
に
な
っ
て
き
て
お
り
、

交
通
広
告
の
状
況
も
だ
い
ぶ
上
向
い
て
い

る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
10
月
23
日
に
は
東

京
メ
ト
ロ
の
上
場
と
記
念
す
べ
き
こ
と
も

あ
り
、
鉄
道
広
告
の
活
性
化
に
結
び
つ
く

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

首
都
圏
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
と
し
て
、「
上

野
が
す
ご
い
」
と
い
う
滝
副
会
長
編
著
の

本
が
出
て
い
ま
す
。
上
野
の
街
の
魅
力
が

東
京
の
未
来
、
日
本
の
未
来
を
創
っ
て
き

た
、
そ
の
魅
力
が
東
京
、
首
都
圏
の
流
動

の
活
性
化
に
繋
が
る
と
い
う
こ
と
が
中
で

語
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
２
０
２
５
年
Ｎ

Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
の｢

べ
ら
ぼ
う｣

の
主

人
公
は
蔦
屋
重
三
郎
、「
蔦
重
」
で
す
。
こ

れ
は
印
象
派
へ
の
影
響
も
あ
っ
た
と
言
わ

れ
て
い
る
浮
世
絵
の
写
楽
、
北
斎
、
歌
麿
、

を
見
出
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
メ
デ
ィ
ア

プ
ロ
モ
ー
タ
ー
の
話
で
す
。
我
々
の
仕
事
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５
．
近
畿･

中
国･

北
陸
支
部

・
支
部
幹
事
会

日
時
：
７
月
24
日
（
水
）

会
場
：
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
大
阪

・
支
部
総
会

参
加
：
60
社
（
出
席
40
社
、
委
任
状
出
席

20
社
）

・
支
部
セ
ミ
ナ
ー
（
リ
ア
ル
・
オ
ン
ラ
イ
ン

併
用
開
催
）・
意
見
交
換
会

演
題
：「﹃
近
大
ら
し
さ
﹄を
追
い
続
け
る﹃
イ

メ
ー
ジ
戦
略
﹄
の
広
報
」

講
師
：
学
校
法
人　

近
畿
大
学　

経
営
戦

略
本
部
広
報
室　

稲
葉
美
香
氏

参
加
：
会
場
64
名
／
オ
ン
ラ
イ
ン
46
名
（
意

見
交
換
会
参
加
60
名
）

・
交
通
広
告
実
務
研
修
会（
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）

日
時
：
９
月
19
日
（
木
）

講
師
：
㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
企
画　

執
行
役
員　

古
川
義
夫
氏

参
加
：
75
名

伊
藤
義
彦
近
畿
・
中
国
・
北
陸
支
部
長

　

支
部
の
活
動
は
記
載
の
と
お
り
実
施
し

ま
し
た
。
特
に
７
月
24
日
の
セ
ミ
ナ
ー
で

は
、
近
畿
大
学
経
営
戦
略
本
部
広
報
室
の

稲
葉
様
を
お
迎
え
し
て
、
大
学
の
イ
メ
ー

ジ
戦
略
の
広
報
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き

ま
し
た
。
非
常
に
メ
デ
ィ
ア
戦
略
が
優
れ

て
お
り
、
年
々
受
験
者
数
を
増
や
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
、
学
校
の
案
内
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
等
も
全
く
違
っ
た
次
元
で
学
生
を

惹
き
つ
け
る
よ
う
に
作
ら
れ
て
お
り
、
セ

佐
藤
一
哉
中
部
支
部
長

　

支
部
の
幹
事
会
、
総
会
、
意
見
交
換
会

は
予
定
ど
お
り
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
２

０
２
５
年
３
月
12
日
に
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施

す
る
と
い
う
こ
と
で
検
討
中
で
す
。

　

中
部
地
区
の
状
況
で
す
が
、
名
古
屋
駅

を
中
心
と
す
る
駅
お
よ
び
鉄
道
の
利
用
者

は
コ
ロ
ナ
禍
前
と
比
べ
て
概
ね
98
％
ま
で

回
復
し
て
き
て
い
ま
す
。
名
古
屋
駅
を
は

じ
め
と
し
て
全
体
の
傾
向
は
、
平
日
よ
り

土
休
日
の
回
復
傾
向
が
強
く
、
当
然
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
に
よ
る
底
上
げ
が
あ
る
わ
け

で
す
が
、
そ
れ
を
含
め
た
観
光
・
レ
ジ
ャ
ー

需
要
が
コ
ロ
ナ
前
を
上
回
っ
て
い
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
媒
体
販
売
状
況
で
す

が
、
全
体
に
お
い
て
駅
メ
デ
ィ
ア
に
つ
い

て
は
、
ほ
ぼ
コ
ロ
ナ
禍
前
に
戻
っ
て
き
て

い
ま
す
。
媒
体
別
に
見
ま
す
と
、
特
に
Ｄ

Ｓ
の
稼
働
率
ア
ッ
プ
が
全
体
を
牽
引
し
て

お
り
、
傾
向
と
し
て
一
つ
の
ク
ラ
イ
ア
ン

ト
に
よ
る
ジ
ャ
ッ
ク
広
告
等
の
大
型
展
開

が
増
え
て
い
る
よ
う
な
印
象
が
あ
り
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
利
用
も
好
調
で
あ

り
、
典
型
的
な
例
と
し
て
高
級
車
の
展
示

で
す
が
、
目
の
前
に
リ
ア
ル
な
も
の
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
需
要
が
あ
り
ま
す
。
一

方
、低
迷
が
続
い
て
お
り
ま
す
車
内
メ
デ
ィ

ア
は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
と
比
べ
る
と
６
～
７

割
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
た
だ

前
年
を
上
回
っ
て
き
て
お
り
、
多
少
、
回

復
基
調
に
あ
る
状
況
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

ミ
ナ
ー
聴
講
者
か
ら
も
大
変
好
評
で
、
そ

の
後
の
意
見
交
換
会
で
も
講
師
の
方
と

様
々
な
や
り
取
り
が
あ
り
大
変
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

　

関
西
の
鉄
道
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
６
社
の

社
長
会
を
し
、
関
西
地
区
全
般
的
に
デ
ジ

タ
ル
媒
体
が
好
調
で
今
年
度
上
期
も
対
前

年
度
を
超
え
る
状
況
と
の
共
通
話
題
と
な

り
ま
し
た
。
一
方
、
車
両
メ
デ
ィ
ア
、
駅

メ
デ
ィ
ア
と
も
に
媒
体
種
別
、
販
売
月
に

よ
っ
て
バ
ラ
ツ
キ
、
波
が
あ
り
、
関
西
の

交
通
広
告
媒
体
の
盛
り
上
げ
の
た
め
に
６

社
全
体
で
の
ジ
ャ
ッ
ク
型
広
告
等
に
益
々

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
関
西
に

と
っ
て
現
在
一
番
大
き
い
の
は
「
大
阪
・

関
西
万
博
」
の
開
催
で
す
。
今
日
（
12
月

10
日
現
在
）
で
１
２
３
日
前
と
い
う
こ
と

で
、
も
う
目
前
に
迫
っ
て
い
ま
す
。
地
元

で
工
事
は
着
々
と
進
ん
で
お
り
、
か
な
り

面
白
い
状
態
に
仕
上
が
っ
て
、
見
応
え
も

あ
り
、
ぜ
ひ
関
東
か
ら
そ
し
て
日
本
の
あ

ら
ゆ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
ま
た
海
外
か
ら
も

多
く
の
方
に
来
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
万
博
期
間
、
関
西
の
交
通

媒
体
が
賑
わ
う
こ
と
を
願
っ
て
お
り
、
関

の
大
先
輩
で
す
が
、
彼
が
生
ま
れ
育
っ
た

の
は
吉
原
で
、
吉
原
を
舞
台
に
大
河
ド
ラ

マ
を
展
開
す
る
と
い
う
の
は
ひ
と
つ
の
エ

ポ
ッ
ク
メ
ー
キ
ン
グ
で
あ
り
、
首
都
圏
の

魅
力
が
増
す
と
考
え
て
い
ま
す
。
大
き
く

日
本
が
動
い
て
い
く
中
、
上
野
に
ス
ポ
ッ

ト
ラ
イ
ト
を
当
た
る
と
い
う
こ
と
と
、
メ

デ
ィ
ア
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
と
し
て
の
偉
大

な
先
人
の
ド
ラ
マ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
、

私
た
ち
交
通
広
告
の
活
性
化
に
大
き
く
後

押
し
し
て
く
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
日
本
経
済
を
引
っ
張
っ
て
い
け
る
ド
ラ

イ
バ
ー
と
し
て
の
交
通
広
告
で
あ
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

４
．
中
部
支
部

・
支
部
幹
事
会

日
時
：
５
月
17
日
（
金
）、
６
月
18
日
（
火
）

会
場
：
Ｊ
Ｒ
東
海
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
会
議

室・
支
部
総
会

日
時
：
７
月
24
日
（
水
）

会
場
：
安
保
ホ
ー
ル

参
加
：
29
社
（
出
席
23
社
、
委
任
状
出
席

６
社
）

・
意
見
交
換
会

会
場
：
名
古
屋
マ
リ
オ
ッ
ト
ア
ソ
シ
ア
ホ

テ
ル

参
加
：
46
名

・
２
０
２
５
年
３
月
12
日　

セ
ミ
ナ
ー
開
催

伊藤義彦近畿・中国・北陸支部長
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プ
ン
し
、
９
月
末
ま
で
の
入
館
者
数
が
４

６
７
万
人
と
こ
ち
ら
も
好
調
に
推
移
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
教
職
員
、
生
徒
合
わ
せ

て
約
２
千
人
規
模
の
徳
島
文
理
大
学
香
川

キ
ャ
ン
パ
ス
が
２
０
２
５
年
４
月
に
開
学
、

１
万
人
を
収
容
で
き
る「
あ
な
ぶ
き
ア
リ
ー

ナ
香
川
」
が
２
０
２
５
年
２
月
24
日
に
開

館
い
た
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

当
社
媒
体
を
更
に
増
や
し
て
い
き
た
い
と

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

支
部
の
今
後
の
活
動
予
定
は
２
０
２
５
年

２
月
５
日
に
㈱
Ｊ
Ｒ
西
日
本
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ズ
執
行
役
員
横
山
様
を
お
迎
え
し
て

の
支
部
セ
ミ
ナ
ー
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

７
．
九
州
支
部

・
支
部
運
営
会
議

日
時
：
７
月
17
日
（
水
）

・
支
部
総
会

日
時
：
９
月
10
日
（
火
）

会
場
：
ホ
テ
ル
日
航
福
岡

参
加
：
27
社
（
出
席
22
社
、
委
任
状
出
席

５
社
）

・
講
演
会
・
意
見
交
換
会

演
題
：「
交
通
系
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
の

現
状
と
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
」

講
師
：
㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
企
画　

メ
デ
ィ
ア
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
本
部　

山
本
孝
氏

参
加
：
64
名
（
意
見
交
換
会
参
加
47
名
）

・
２
０
２
５
年
３
月　

支
部
運
営
会
議（
予
定
）

盛
澤
篤
司
九
州
支
部
長

　

Ｊ
Ｒ
九
州
の
運
輸
収
入
は
だ
い
ぶ
上
向

い
て
お
り
、
上
期
は
１
０
４
・
１
％
と
か

な
り
増
え
て
き
て
い
る
状
況
で
す
。
九
州

は
観
光
列
車
が
多
い
で
す
が
、
２
０
２

４
年
４
月
に
湯
布
院
の
方
に
「
か
ん
ぱ

ち
・
い
ち
ろ
く
」
と
い
う
観
光
列
車
を
新

し
く
投
入
し
、
観
光
列
車
が
好
き
な
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
の
方
々
に
好
評
を
博
し
て
い
ま

す
。
ま
た
遅
ま
き
な
が
ら
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の

チ
ケ
ッ
ト
レ
ス
サ
ー
ビ
ス
を
９
月
に
開
始

し
ま
し
た
。
そ
し
て
来
年
度
４
月
に
運
賃

改
定
を
予
定
し
て
お
り
、
鋭
意
準
備
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

交
通
広
告
の
関
係
で
は
、
先
ほ
ど
お
伝

え
し
た
よ
う
に
旅
客
も
増
え
て
、
全
体
で

対
前
年
１
０
８
％
、
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー

ジ
に
限
る
と
対
前
年
１
１
３
％
と
順
調
に

伸
び
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
か
ら
の

取
り
組
み
で
す
が
、
ジ
ャ
パ
ネ
ッ
ト
た

か
た
さ
ん
の
長
崎
ス
タ
ジ
ア
ム
が
10
月
に

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
て
、
お
客
様
も
増
え
て

お
り
、
広
告
の
注
目
度
も
上
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

以
上
を
も
っ
て
赤
石
議
長
は
、
15
時
24

・
意
見
交
換
会

日
時
：
６
月
11
日
（
火
）

会
場
：
天
勝　

本
店

参
加
：
18
名

・
媒
体
視
察
研
修

日
時
：
10
月
21
日
（
月
）～
22
日
（
火
）

視
察
場
所
：
敦
賀
駅
、
福
井
駅
・
金
沢
駅

の
広
告
媒
体

参
加
：
14
名

・
支
部
セ
ミ
ナ
ー
（
予
定
）

日
時
：
２
０
２
５
年
２
月
５
日
（
水
）

演
題
：「
北
陸
新
幹
線
金
沢
・
敦
賀
延
伸
開

業
に
於
け
る
並
行
在
来
線
の
扱
い
に
つ
い

て
」

講
師
：
㈱
Ｊ
Ｒ
西
日
本
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ズ 
執
行
役
員　

横
山
新
一
氏

阿
部
徳
章
四
国
支
部
長

　

四
国
の
交
通
広
告
の
売
上
は
11
月
現
在

で
対
前
年
１
０
５
%
で
す
。
特
に
デ
ジ
タ

ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
は
対
前
年
１
５
８
%
と
非

常
に
好
調
で
す
。
要
因
と
し
て
は
昨
年
11

月
運
用
開
始
し
た
新
設
の
高
松
駅
コ
ン

コ
ー
ス
６
面
と
既
存
の
４
面
を
あ
わ
せ
た

10
面
セ
ッ
ト
商
品
が
好
調
に
推
移
し
て
い

る
こ
と
で
す
。
四
国
を
取
り
巻
く
周
辺
状

況
で
す
が
、
新
松
山
駅
が
９
月
29
日
に
開

業
し
ま
し
た
。
サ
イ
ン
ボ
ー
ド
は
ほ
ぼ
完

売
で
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
も
好
調
に
推

移
し
て
い
ま
す
。
高
松
駅
周
辺
も
大
き
く

変
わ
り
ま
す
。
駅
隣
の
商
業
施
設
「
高
松

オ
ル
ネ
」は
２
０
２
４
年
３
月
22
日
に
オ
ー

西
の
鉄
道
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
も
一
緒
に
盛

り
上
げ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
だ

ま
だ
首
都
圏
で
の
温
度
感
は
低
い
と
聞
い

て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
盛
り
上
げ
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

関
西
で
の
Ｊ
Ｒ
は
、
新
幹
線
で
対
前
年
１

０
４
・
８
%
、
近
畿
圏
で
１
０
３
%
、
10
月
、

11
月
の
土
休
日
を
中
心
に
非
常
に
伸
び
て
い

る
と
い
う
状
況
で
す
。
ま
た
本
年
３
月
に
敦

賀
ま
で
延
伸
し
た
北
陸
新
幹
線
も
好
調
で
11

月
は
１
１
９
・
３
%
で
し
た
。
在
来
線
特
急

が
昨
年
を
少
し
下
回
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

以
外
は
概
ね
好
調
で
す
。
そ
の
北
陸
で
は
10

月
か
ら
12
月
ま
で
北
陸
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
お
り
、
全
国

各
地
か
ら
北
陸
三
県
へ
の
誘
致
を
図
っ
て
い

ま
す
。
西
な
ら
で
は
の
テ
ー
マ
で
あ
る
自

然
、
歴
史
の
名
勝
、
温
泉
等
を
組
み
合
わ
せ

て
お
手
伝
い
し
て
お
り
ま
す
。
中
国
地
区
で

は
、
９
月
28
日
か
ら
２
か
月
間
、
岡
山
県
の

県
北
12
市
町
村
で
「
森
の
芸
術
祭　

晴
れ
の

国
・
岡
山
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
目
標
25
万

人
に
対
し
て
期
間
中
延
べ
52
万
人
の
来
訪
者

が
あ
り
、
非
常
に
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
と
な
り

ま
し
た
。
引
き
続
き
、
万
博
含
め
て
関
西
の

盛
り
上
げ
に
取
り
組
み
ま
す
。

６
．
四
国
支
部

・
支
部
総
会

日
時
：
６
月
11
日
（
火
）

会
場
： 

サ
ン
ポ
ー
ト
ホ
ー
ル
高
松
会
議
室

参
加
：
14
社
（
出
席
11
社
、
委
任
状
出
席

３
社
）

阿部徳章四国支部長
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本
雑
誌
広
告
協
会
巴
一
寿
理
事
長
、
日
本

雑
誌
協
会
宮
原
博
昭
理
事
長
、
日
本
屋
外

広
告
業
団
体
連
合
会
波
田
英
次
会
長
の
８

名
が
登
壇
し
ま
し
た
。

全
日
本
広
告
連
盟
大
平
明
理
事
長
挨
拶

　
「
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
令
和
７
年
、
２
０
２
５
年
が
皆
様
方
、

そ
し
て
こ
の
広
告
界
に
と
っ
て
輝
か
し
い

年
に
な
る
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。
昨
年
の
辰
は
、
う
ご
め
く
或
い
は

振
動
す
る
と
い
う
意
味
合
い
の
字
で
す
が
、

そ
の
と
お
り
、
世
界
で
大
き
な
激
動
が
起

こ
り
、
世
界
が
揺
れ
動
い
た
年
で
し
た
。

日
本
経
済
は
ど
う
だ
っ
た
か
と
言
う
と
、

昨
年
、
２
０
２
４
年
は
日
本
経
済
が
デ
フ

レ
か
ら
脱
却
で
き
る
大
切
な
年
だ
と
言
い

ま
し
た
が
、
こ
の
１
年
間
、
見
事
に
そ
れ

を
や
り
遂
げ
、
ま
だ
途
中

だ
と
思
い
ま
す
が
、
２
、

３
年
後
に
日
本
経
済
の

新
し
い
時
代
が
訪
れ
る

と
思
い
ま
す
。

　

広
告
も
、
昨
年
も
３
％

近
い
伸
び
と
な
り
ま
し

た
し
、
今
年
も
３
％
以
上

の
伸
び
が
予
測
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
、
非
常
に
好

調
で
す
。
広
告
も
ま
た
新

し
い
時
代
に
入
り
つ
つ

あ
る
と
い
う
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。

今
年
の
干
支
は
乙き
の
と
み巳
で
す
。
乙
と
い
う
字

は
、
春
の
土
の
中
で
新
し
い
目
が
出
て
き

て
は
い
る
も
の
の
ま
だ
寒
い
の
で
な
か
な

か
ま
っ
す
ぐ
に
伸
び
ら
れ
な
い
、
様
子
を

見
な
が
ら
出
よ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
姿

を
表
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
新
し

い
時
代
で
新
し
い
動
き
、
新
し
い
考
え
方

新
し
い
文
化
と
い
う
の
は
今
、
ま
だ
目
に

は
見
え
な
い
の
だ
け
れ
ど
う
ご
め
い
て
い

る
と
い
う
状
態
を
表
し
て
い
ま
す
。
巳
は

ご
存
じ
の
通
り
蛇
で
す
。
こ
の
字
は
、
体

内
に
や
ど
っ
た
新
し
い
生
命
の
頭
が
で
き

つ
つ
あ
る
と
い
う
状
態
を
示
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
時
代
が
こ
れ
か
ら
来
る
と
い
う
こ

と
を
暗
示
し
て
い
て
新
し
い
産
業
、
新
し

い
文
化
が
こ
れ
か
ら
出
て
く
る
と
い
う
こ

と
を
暗
示
し
て
い
る
、
本
当
に
希
望
の
持

て
る
年
と
い
う
こ
と
が
言
え
ま
す
。

　

広
告
業
界
か
ら
も
新
し
い
時
代
を
後
押

し
し
、
日
本
経
済
を
元

気
に
し
て
い
き
た
い
、

今
我
々
は
そ
の
明
る
い

時
代
の
入
り
口
に
入
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
入
り

口
を
切
り
開
く
の
は
こ

れ
か
ら
の
我
々
の
時
代

で
す
。

　

新
時
代
を
切
り
拓
く

広
告
界
の
力
を
、
今
年

は
見
事
に
見
せ
た
い
と

思
い
ま
す
、
行
く
ぞ
！

え
い
え
い
お
う
！
」

シ
ョ
ン
の
可
能
性

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
２
０
２
４
年
10
月

に
実
施
し
た
「
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ

１
０
０
Ｖ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｓ
」
の
事
例
を
中
心

に
紹
介
。
Ｔ
ｉ
ｋ
Ｔ
ｏ
ｋ
は
Ｏ
Ｏ
Ｈ
を「
生

活
者
と
リ
ア
ル
に
リ
ー
チ
を
重
ね
ら
れ
る

接
点
」
で
あ
る
と
重
視
し
、
Ｏ
Ｏ
Ｈ
を
活

用
す
る
こ
と
で
、
ク
リ
エ
イ
タ
ー
お
よ
び

メ
デ
ィ
ア
か
ら
の
大
き
な
反
響
と
露
出
以

上
の
広
が
り
に
繋
が
る
成
果
を
得
ら
れ
た
、

な
ど
の
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

首
都
圏
支
部
（
赤
石
良
治
支
部
長
）
で

は
、
12
月
20
日
に
講
師
Ｔ
ｉ
ｋ
Ｔ
ｏ
ｋ
Ｊ

Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
の
高
岡
翼
様
を
お
迎
え
し
て

２
０
２
４
年
度
第
２
回
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
ま
し
た
。
話
題
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ツ
ー
ル
が
ど

の
よ
う
に
Ｏ
Ｏ
Ｈ
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
て

い
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
効
果
が
得
ら
れ

た
の
か
、
な
ど
具
体
的
な
事
例
を
踏
ま
え

た
講
演
に
、
参
加
し
た
20
社
42
名
は
熱
心

に
聴
講
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

日
時
：
２
０
２
４
年
12
月
20
日
（
金
）

会
場
：
㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
企
画
大

会
議
室

講
師
：
Ｔ
ｉ
ｋ
Ｔ
ｏ
ｋ　
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ

Ｇ
ｌ
ｏ
ｂ
ａ
ｌ
Ｍ
ａ
ｒ
ｋ
ｅ
ｔ
ｉ
ｎ
ｇ
／
Ｊ
Ｐ　

Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｇ
ｒ
ａ
ｔ
ｅ
ｄ
Ｍ
ａ
ｒ
ｋ
ｅ
ｔ
ｉ
ｎ
ｇ

Ｍ
ａ
ｒ
ｋ
ｅ
ｔ
ｉ
ｎ
ｇ　

Ｍ
ａ
ｎ
ａ
ｇ
ｅ
ｒ

高
岡
翼
氏

演
題
：「
Ｔ
ｉ
ｋ
Ｔ
ｏ
ｋ
ク
リ
エ
イ
タ
ー
」

と
「
街
」
を
巻
き
込
ん
だ
Ｏ
Ｏ
Ｈ
プ
ロ
モ
ー

分
「
２
０
２
４
年
度
第
２
回
理
事
会
」
の

閉
会
を
宣
言
し
議
事
が
終
了
し
た
。

以
上

高岡翼氏

●

支
部
便
り
●

首
都
圏
支
部

合
同
年
賀
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

１
月
８
日
（
水
）、
広
告
関
係
28
団
体
共

催
に
よ
る
「
広
告
界
合
同
年
賀
会
」
が
、

東
京
都
千
代
田
区
の
帝
国
ホ
テ
ル
「
孔

雀
の
間
」
で
開
か
れ
、
業
界
関
係
者
ら

１
３
０
０
人
強
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

全
日
本
広
告
連
盟
大
平
明
理
事
長
、
日

本
ア
ド
バ
タ
イ
ザ
ー
ズ
協
会
川
村
和
夫
理

事
長
、
日
本
広
告
業
協
会
五
十
嵐
博
理
事

長
、
日
本
新
聞
協
会
中
村
史
郎
会
長
、
日

本
民
間
放
送
連
盟
遠
藤
龍
之
介
会
長
、
日

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

乾杯の発声をする大平明理事長
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●次号Vol.89は４月1日発行予定です。お楽しみに。

毎年、1月初旬にその年のお守りをいただくべく、神社仏閣へ
赴くのですが、ここ数年は、旅先の地方の神社にてお守りを
いただいていました ( お守りは買うものではなく神様からいた
だくものだそうです )。今年は久々に、都内の某神社へ参拝し
たのですが、その授与金が800円とのことで、前回500円だっ
たのに 300 円も値上がりした！1.6 倍になった！と驚愕しまし
た。神様からのいただきものなので、「やっぱり結構です」とは言えず、物価の高騰が神様の世界
にまで！と驚きを隠し、震えながらいただいてまいりました。よい年になりますように。
皆さまの今年受けた初衝撃、教えてください。
●メールと写真、ご意見、ご感想はこちらへどうぞ。　 information@j-jafra.jp

編集後記 ●会員社の代表者、他が
変更になった場合は、
ホームページ（http://j-jafra.jp）
の「各種届出書類」に
変更届がありますので、ご記入
の上、事務局宛にお送り下さい。
ご協力お願いします。

[novello]とは、ラテン語で「新しい土地を耕す」とい
う意味。
「新しい」という意味を持つ英語のニューや仏語のヌー
ヴォーにもつながる言葉です。
私たちはその社名のとおり、新しい土地に踏み入ること
を恐れず、新しい世界に果敢に挑戦していくことを忘
れないそんな企業でありたいと考えています。

「新しい土地を耕す」とは、例えば、クライアントの商
品やサービスに新しい価値を見出し、ターゲットに的確
に情報を届けること。
既存の広告に新しい斬新なアイディアを持ち込み、こ
れまでにない成果をあげること。
誰もやったことがない前例のない新しいプロジェクトを立
ち上げこれまで蓄積したノウハウで、目的を達成し地
域社会の発展に貢献すること。
私たちは、その社名のとおり、広告、そしてコミュニケー
ションの未知なる世界を、しっかりと確実に耕しながら
そこに新しい価値や感動、そして大きな喜びを創造し
ていきたいと考えています。

弊社は広告に関わる製作、施工、ＬＥＤ化、修繕、保
守管理等をメインとする会社で、北海道内外の広告
代理店様、製作会社様等数多くのお客様に支えられ
ております。
企業理念は、お客様の持つイメージを形にし、信用、
信頼をベースに勤めることです。
このたびの JAFRA 入会を期に、今まで以上に謙虚
な気持ちを忘れず、安心、安全、高品質を追求して
参ります。

弊社は、IJ 出力・ラミネート・パネル製作などの広告
制作をスタートし、造作や現場施工など事業展開を行っ
ております。
2000 年から医学会 PCO 業務を機に、イベント業務も
幅広く行っており、デジタルサイネージやプロジェクショ
ンマッピングなどの分野にも注力しております。
JR 関連としては、媒体点検業務や、電飾媒体の
LED 化、各種意匠交換などに携わっております。
鉄道見張員の有資格者も在籍しております。

当社は、創業 50 年を迎えたバス放送広告業界のリー
ディングカンパニーです。
45 年以上にわたり業界トップシェアを維持し、100 社以
上のバス・鉄道会社様からご支持をいただいております。
事業エリアは全国30都道府県に広がり、6か所の支社・
営業所を展開することで、地域に密着したサービスを
提供しています。
お客さま目線を大切に、質の高いサービスと圧倒的な
業界シェアを追求し、地域社会に欠かせない存在とし
て成長を続けております。

12 月10日に開催した理事会で４社の入会が可
決されましたので、ご紹介いたします。
これからよろしくお願いします。

株式会社ケイエムアドシステム
札幌支店

株式会社フォトフィールド株式会社ユニオンテック

株式会社ノヴェロ

事務局からのお知らせ


